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長
岡
市
初
会
合
か
ら
８
月
ま
で
７
回
開
催

の
揮
普
［方
針
の
違
い
か
ら
池
内
了
委
員

長
を
解
仕
、
同
一育
員
会
を
解
消
し
た
。

国
の
方
針
の
‐峯
思
下
達
圧
力
に
屈
し
た
。

今
回
の
説
明
会
も
花
角
知
事
の
国
へ
の

要
望
で
行
わ
れ
た
。
と
は
い
え
、
県
民

世
論
は
厳
し
く
即

「地
元
同
立昌

と
は

い
か
な
い
。
花
角
知
事
が
判
断
を
示
す

の
は
２
年
後
の
２
０
２
６
年
６
月
に
迎

え
る
任
期
満
了
に
と
も
な
う
知
事
選
に

な
る
と
の
見
方
が
広
が
る
。

こ
う
し
た
中
、
専
門
家
と
新
潟
県
民

が

一
緒
に
な
っ
て
原
発
の
安
全
性
を
検

証
す
る

「市
民
検
証
イ奢
早
（ご

が
，
実

際
に
原
発
事
故
が
起
き
た
場
〈虫

安
全

に
滸
難
が
で
き
る
の
か
、
地
域
住
民
と

辟
難
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
検
証
す
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
ス
タ
ー
ト
。
６
月
２３
日

の
新
発
里
巾
を
皮
切
り
に
巨
鶴
］各
地
で

開
催
す
奄

新
潟
県
民
は
原
発
を
自
分
ご
と
と
し

て
考
え
る
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。

る
の
か
」

「事
故
責
任
は
東
電
が
負
う

と
い
う
が
東
電
は
で
き
る
の
か
」

「発

千弔
早
価
は
再
エ
ネ
よ
り
原
発
は
高
い
。

再
エ
ネ
普
及
が
大
事
で
は
」

「東
電
の

た
め
に
、
な
ぜ
家
財
を
置
い
て
辟
難
し

な
い
と
い
け
な
い
の
か
」
な
ど
間
う
住

民
の
声
は
、
国
が
前
の
め
り
の
再
稼
働

に
疑
問
符
を
突
き
付
け
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
向
け
た

手
続
き
は
新
潟
県
の

「地
元
同
立昌

を

残
す
。
新
潟
県
は
、
福
島
第
１
原
発
事

故
の
検
証
、
生
活
。
健
康
へ
の
検
証
、

避
難
の
検
証
の

「三
つ
の
検
証
」
が
な

い
ま
ま
に
再
稼
働
の
社駿
前
は
な
い
と
し

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
花
角
英
世
知
事

は

「三
つ
の
検
証
」
を
選
挙
公
約
に
し

な
が
ら
、
昨
年
春
、
検
証
総
括
参
６ロバ
ム

の″里
（

゛
ぎヽ

‐

′

カ
ヽ州
剣
薦
県
に
よ
る
と
、
オ
ンラ

い
一」
　
イ
ン
会
議
や
中
継
ム
種
物も
含

卍
師
　
め
１
２
０
人
が
集
ま
つた
。

柏
一
お
した計
たちは

能
登
半
島
地
震
で
露
呈
し
た

事
故
時
の
避
難
へ
の
不
安
を
国
に
し
、

福
島
第
１
原
発
事
故
を
起
こ
し
た
東
電

に
原
発
運
営
の
資
格
が
あ
る
の
か
な
ど

と
迫
っ
た
。

コロ家
雪
で
巨
大
地
震
が
あ
り
、
原
発

事
故
が
起
き
た
と
き
の
避
難
相
営
疋
は
あ

東
京
電
力
が
再
稼
働
を
め

ざ
す
柏
崎
刈
羽
原
発
へ
の
理

解
を
求
め
る
と
し
て
、
経
産

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
依

頼
で
新
潟
県
が
７
月
１５
日
に

長
岡
市
で
初
説
明
会
を
開
き

８
月
ま
で
に
計
７
回
開
催
す

る
。
国
が
立
地
県
で
直
接
説

明
〈
本を
開
′＼
の
は
里
（例
の
こ

と
で
あ
る
。
岸
田
自
公
政
権

の

「原
発
回
帰
」
方
針
を
直

接
国
が
新
潟
県
民
に
押
し
つ

け
る
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

長
岡
市
の
説
明
会
に
は
避

難
計
画
を
扱
う
内
閣
府
、
原

子
力
規
制
庁
の
担
当
者
も
出

Ｄ

三

二
「
Ц

ヽ

ヽ
ヽ
／

Ｄ
〇
　

一　

一
フ

、

間
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
民
主
主
義
　
鞭
月型
．拇
“
ば
あ．け
な

持
田
繁
義

口
原
住
運
筆
頭
代
表
木畜
員
の
話

駒
数
日
酬
引
「́
早
舛
肛

国
民
の
た
め
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
原
発
」
が
阻
止
さ
れ
た
。
こ
の
最

民
主
主
義
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。　
一
大
の
教
訓
は

「原
発
ゼ

ロ
」
こ
そ

国
に
よ
る
現
実
を
み
な
い
原
発
開

一
現
実
と
理
想
が

一
致
す
る
こ
と
で

発
、
そ
こ
に
東
京
電
力
の
傲
慢
な

一
は
な
い
か
。
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再

体
質
が
福
島
第

一
原
発
過
酷
事
故

一
稼
働
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

○
む
つ
市
の
中
間
貯
蔵
施
設

今
夏
に
も
搬
人
（二
面
）

０
７
・
７
　
核
禁
条
約

国
連
会
議
採
択
７
年
（四
面
）

○
核
保
有
９
カ
国

核
兵
器
の
開
発
維
持
に
１
秒
４
５
。
７
万
円
浪
費
（五
面
）

国
の
方
針
を
新
潟
県
民
に
押
し
つ
け
る

●
広
島

。
長
崎

へ
の
原
爆

一
ヽ
　

ノヽ

「

ｌ
σ

前
、
米
軍
は
予
行

し
て
日
本
各
地
で

原
爆
」
爆
弾
を
落

。
最
初
の
投
下
は

「模
擬
し

た

１
９
４
５
年
７
月
２０
日
に
茨
城
県
北

茨
城
市
だ
っ
た
。
１８
都
府
県
に
４９
発

投
下
さ
れ
、
全
国
で
４
０
０
人
以
上

が
犠
牲
と
な
り
、
１
２
０
０
人
以
上

が
負
傷
し
た
と
さ
れ
る
●
長
崎
に
投

下
さ
れ
た
ブ
ル
ト

ニ
ウ
ム
型
原
爆

「フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
と
同
サ
イ
ズ
で
、

長
さ
３

・
５
屑
、
直
径
１
・
５
肩
。

高
性
能
爆
薬
が
詰
め
ら
れ
、
カ
ボ
チ
ャ

の
よ
う
な
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
形
状
か

ら
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
と
呼
ば
れ
た
。

投
下
７９
年
を
経
て
北
茨
城
市
で

「模

擬
原
爆
北
茨
城
着
弾
地
之
碑
」
が
建

立
さ
れ
た
●
バ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
を
か

た
ど
っ
た
石
碑
の
尾
部
に
は

「民

忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
大
き
く
彫
ら
れ

た
文
字
。
石
碑
中
央
に
は
文
章
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
石
碑
の
裏
面
に
は
，

日
本
地
図
上
に
着
弾
地
の
４９
地
点
の

印
と
着
弾
同
時
、
他
に
２
個
所
が
赤

字
で
広
島
、
長
崎
が
示
さ
れ
て
い
る

●
石
碑
の
文
章
は
、

「北
茨
城
の
模

擬
原
爆
を
忘
れ
ず
、
‥
六
略
）
…
核
兵

器
使
用
を
否
定
す
る
こ
こ
ろ
を
持
ち

続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
地

域
の
方
々
の
平
和
の
思
い
も
込
め
、

こ
の
石
を
残
す
」
と
丼頂
は
れ
て
い
る
。


